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資
料

　
近
代
の
京
都
市
域
を
対
象
に
し
た
こ
れ
ま
で
の

歴
史
研
究
は
、
あ
る
偏
り
を
持
っ
て
い
た
。
琵
琶

湖
疏
水
事
業
な
ど
明
治
前
期
の
諸
事
業
、
あ
る
い

は
せ
い
ぜ
い
明
治
墨
黒
の
三
大
事
業
の
頃
ま
で
が

政
治
行
政
史
と
し
て
扱
わ
れ
、
大
正
期
以
降
は
社

会
運
動
史
の
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
次
第
に
都
市
の
膨
張
を
遂
げ
て
い
く
大
正
期

以
降
の
京
都
市
の
政
治
・
行
政
や
都
市
開
発
が
ど

の
よ
う
な
展
開
を
遂
げ
て
い
く
か
は
、
建
築
学
な

ど
の
分
野
を
除
け
ば
充
分
な
研
究
蓄
積
に
乏
し
か

っ
た
。
「
本
書
は
、
一
八
六
八
年
か
ら
一
九
五
〇

年
ま
で
の
京
都
市
政
の
歩
み
を
、
そ
の
背
景
と
な

る
社
会
の
動
向
も
含
め
て
資
料
に
よ
っ
て
あ
と
づ

け
た
」
全
体
で
八
百
頁
に
も
及
ぶ
大
部
な
資
料
集

で
あ
る
。
本
書
刊
行
の
意
義
は
、
ま
ず
何
よ
り
も

明
治
維
新
か
ら
戦
後
復
興
期
ま
で
の
京
都
市
の
政

治
・
行
政
全
体
を
数
多
く
の
資
料
を
通
し
て
通

観
・
検
討
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
の
意
義

は
実
に
大
き
い
。
第
一
次
琵
琶
湖
疏
水
事
業
に
し

て
も
、
三
大
事
業
に
し
て
も
、
そ
の
後
の
都
市
開

発
の
流
れ
と
比
較
し
て
そ
の
事
業
の
持
つ
意
味
が

明
確
に
な
る
。

　
本
書
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
冒

頭
に
会
の
代
表
で
あ
る
伊
藤
之
雄
氏
に
よ
る
三
十

三
頁
の
解
説
が
あ
る
。
次
に
資
料
集
で
あ
る
が
、

1
市
政
の
揺
藍
（
第
一
章
明
治
維
新
硬
鱗
八
六

八
～
一
八
八
九
］
、
第
一
一
章
市
政
誕
生
期
［
一
八

八
九
～
｝
八
九
八
］
）
、
1
市
政
の
定
着
（
第
一
章

三
大
事
業
十
二
八
九
八
～
一
九
｝
八
］
、
第
二

章
市
域
拡
大
期
ロ
九
～
八
～
一
九
三
七
］
）
、
第

三
章
戦
時
体
制
期
霊
九
三
七
～
｝
九
四
五
］
）
、

巫
市
政
の
再
生
（
第
｝
章
復
興
期
鷹
九
四
五
～

一
九
五
〇
］
）
、
と
い
う
時
代
に
よ
り
分
別
し
た
三

部
構
成
か
ら
成
る
。
つ
い
で
十
七
頁
の
資
料
解
題
、

二
十
工
頁
の
巻
宋
資
料
が
あ
る
。
そ
し
て
、
各
章

と
も
、
第
一
節
は
「
（
市
政
の
）
概
観
」
と
し
て

市
政
の
基
本
動
向
と
鋼
度
の
変
遷
、
第
二
節
は

又
市
政
の
）
し
く
み
と
環
境
」
と
し
て
、
①
組

織
編
成
、
②
区
役
所
、
③
市
民
と
の
関
係
、
④
周

辺
市
町
村
と
の
合
併
、
⑤
他
の
行
政
機
関
と
の
関

係
、
第
三
節
は
「
（
京
都
市
に
お
け
る
）
政
策
」

と
し
て
、
①
経
済
、
②
社
会
福
祉
、
③
環
境
衛
生
、

④
都
市
整
備
、
⑤
文
教
観
光
、
と
い
う
全
く
同
じ

構
成
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
時
代
の
制
度
や

政
策
の
内
容
が
わ
か
り
、
全
体
と
し
て
京
都
市
政

が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
く
か
が
明
快
に
資
料

に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
。

　
伊
藤
氏
の
解
説
は
、
簡
潔
だ
が
要
を
得
て
い
る
。

八
十
三
年
の
長
い
時
代
の
市
政
の
変
遷
と
そ
の
中

で
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
の
お
さ
え
方
、
政
治
勢
力
の

お
さ
え
方
、
他
の
大
都
市
と
の
比
較
の
視
座
が
貫

か
れ
て
い
る
点
は
、
こ
れ
ま
で
中
央
政
治
史
で
大

き
な
業
績
を
あ
げ
て
き
た
氏
な
ら
で
は
の
も
の
だ

ろ
う
。
「
従
来
、
近
代
都
市
京
都
の
形
成
に
関
し

て
、
明
治
か
ら
の
第
一
疏
水
や
三
大
事
業
の
み
が

強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
大
正
期
の
原
敬
内
閣
以
降

の
都
市
改
造
事
業
も
も
っ
と
重
視
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
」
と
い
う
点
も
説
得
的
で
あ
る
。
ま
た
、

戦
後
復
興
期
の
叙
述
に
あ
る
京
都
市
政
に
お
け
る

工
業
発
展
と
観
光
振
興
と
の
振
幅
の
指
摘
も
重
要

で
あ
る
。
こ
の
振
幅
は
、
戦
前
期
に
お
い
て
も
工

業
化
の
比
重
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
存
在
し
た
と

私
は
思
う
。
た
だ
一
点
、
瑚
末
な
こ
と
だ
が
、
北

垣
国
道
市
長
（
府
知
事
）
を
「
山
県
有
朋
に
近
づ

い
て
い
く
藩
閥
官
僚
」
と
い
う
の
は
、
『
塵
海
匝

な
ど
北
垣
関
係
の
資
料
を
見
る
限
り
、
貴
族
院
議

畏
時
代
は
と
も
か
く
、
市
長
（
府
知
事
）
時
代
は

山
県
と
の
関
係
は
き
わ
め
て
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ

140 （904）



餌付

る
の
で
、
誤
解
を
招
く
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
本
書
全
体
、
あ
る
い
は
資
料
解
題
を
読

め
ば
、
京
都
市
に
関
係
し
た
も
の
は
何
で
も
集
め

よ
う
と
い
う
意
図
で
広
範
囲
に
資
料
が
収
集
さ
れ

た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
本
書
に
は
、
大
野
盛
郁

日
認
と
か
田
中
宏
家
文
書
と
か
浜
岡
家
文
書
な
ど

新
出
資
料
が
か
な
り
あ
る
。
資
料
は
、
京
都
府
会

の
関
係
文
書
や
○
》
ω
文
書
の
翻
訳
や
東
京
市
政

調
査
会
市
政
専
門
図
書
館
所
蔵
資
料
ま
で
に
も
及

ぶ
。
た
だ
、
私
に
と
っ
て
面
白
か
っ
た
の
は
、

「
芝
露
新
聞
」
（
「
京
都
日
出
新
聞
」
）
や
「
京
都

市
会
議
事
録
（
会
議
録
）
」
な
ど
の
中
か
ら
重
要

部
分
を
抜
き
出
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
内

容
が
良
い
。
こ
の
よ
う
な
議
事
録
な
ど
か
ら
重
要

事
項
を
抽
出
す
る
の
は
か
な
り
手
間
が
か
か
る
。

し
か
も
、
こ
の
抜
き
出
し
方
は
、
決
し
て
長
文
に

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
大
最
の
資
料
を
掲
載
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
執
筆
考
お
よ

び
小
林
丈
広
氏
を
は
じ
め
と
し
た
編
さ
ん
委
員
会

事
務
局
の
組
織
的
か
つ
地
道
な
作
業
の
成
果
で
あ

ろ
う
。
注
も
き
わ
め
て
充
実
し
て
い
る
。

　
な
お
、
欲
を
雷
え
ば
、
⑤
文
教
観
光
を
、
教
育

と
文
化
・
観
光
に
分
け
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
実
は
、
明
治
・
大
正
期
に
意
外
に
観
光
の

資
料
が
少
な
い
感
が
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
市

政
の
実
態
を
反
映
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
も

思
っ
た
。
こ
の
点
は
ど
う
な
の
か
、
今
後
編
さ
ん

さ
れ
る
叙
述
編
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　
伊
藤
氏
を
は
じ
め
と
し
た
執
筆
者
の
方
々
は
中

央
政
治
史
や
他
都
市
と
の
比
較
に
造
詣
の
深
い

方
々
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
叙
述
編
に
な
れ
ば
、

京
都
市
を
全
国
的
視
座
と
他
都
市
と
の
比
較
で
見

る
こ
と
に
よ
り
近
代
都
市
の
共
通
性
を
引
き
出
す

は
ず
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
他
都
市
と
は
異
な
る

京
都
市
政
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
引
き
出
す
か
も

叙
述
編
の
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
私
自
身
の
印

象
で
は
、
道
路
の
拡
幅
が
明
治
末
に
ず
れ
こ
む
よ

う
に
、
行
政
が
構
想
を
た
て
て
も
、
な
か
な
か
そ

の
通
り
に
は
進
ま
な
い
、
学
区
廃
止
も
う
ま
く
い

か
な
い
、
な
ど
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
都
市
の
印

象
を
京
都
市
に
持
つ
。
こ
の
あ
た
り
を
ど
う
料
理

し
て
く
れ
る
か
、
期
待
は
尽
き
な
い
。
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